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1．はじめに

　新しい「幼稚園教育要領」が2017年3月31日に公示さ

れた。現行教育要領との相違点は多々あるが，「総則」

に「幼稚園教育において育みたい資質・能力」と「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」が示されたこともそ

の一つである。

幼稚園における「活動全体によって育むもの」とされ

る「資質・能力」は以下の三つに整理されている。

（1）豊かな体験を通じて，感じたり，気付いたり，分

　　かったり，できるようになったりする「知識及び

　　技能の基礎」

（2）気付いたことや，できるようになったことなどを

　　使い．考えたり，試したり，工夫したり，表現し

　　たりする「思考力，判断力，表現力等の基礎」

（3）心情，意欲態度が育つ中で，よりよい生活を営

　　もうとする「学びに向かう力．人間性等」

　これらは「小学校学習指導要領」（2017．3．31）に示さ

れた「資質・能力」の三つの柱，すなわち「（1）知識及び

技能が習得されるようにすること。（2）思考力，判断力，

表現力等を育成すること。（3）学びに向かう力，人間性等

を酒養すること。」に対応している。

　一方，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，

「健康な心と体」「自立心」「協同性」などの10項目が挙

げられており，それらは「保育所保育指針」（200＆328）

の「総則」に示された「保育の目標」の記述とほぼ重

なっている1）。これらのことは，教育要領の今次改訂が

保・幼・小の系統性をかなり意識したものであることを

意味している。

　また．新しい教育要領の「総則」には，「指導計画の

作成上の留意事項」の一つとして次のことが加えられた。

　言語に関する能力の発達と思考力等の発達が関連し

ていることを踏まえ，幼稚園生活全体を通して，幼児

の発達を踏まえた言語環境を整え，言語活動の充実を

図ること。

　中央教育審議会の答申（2016．1221）で言語能力の向

上が「資質・能力」の育成のあり方に関わる課題である

とされたことを受けての追加であるが，小学校では現行

の学習指導要領でも「言語活動の充実」が強調されてい

る。つまり，ここにも幼・小の系統性重視の姿勢が表れ

ていると言える。

　ところが教育要領の「言葉」領域では．「言語に関す

る能力の発達」と「思考力等の発達」の関係について

の具体的な記述は見当たらない。「総則」の「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」10項目の中に「思考力

の芽生え」の項があるが，「物の性質や仕組みなどを感

じ取ったり，気付いたりし，考えたり，予想したり．工

夫したりする」「自分と異なる考えがあることに気付き，

自ら判断したり，考え直したりする」という子どもの姿

が語られるだけで，どのような思考力を身につけること
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でそれが可能になるかは書かれていない。

　ある対象について考える（思考する）ためには，それ

に適した方法があるはずである。適切な考え方を用いて

思考を深めることは，思考力の重要な側面に違いない。

ものごとの本質を認識するために「ものの見方・考え

方」を身につけさせる重要性は，幼児期でも学童期でも

変わらないはずである。

　そこで本稿では，幼児期の子どもに，ことばで表現さ

れたものを通じて，どのような「ものの見方・考え方」

を育てるのか，絵本の指導を例に論じていくこととする。

その際，小学校の国語科教育への発展も視野に入れて考

察していきたい。

2．絵本『どうやってねるのかな』で

　　育てる「ものの見方・考え方」

（1）「ものがたり絵本」と「ものごと絵本」

　子どもたちは絵本が大好きである。保育現場では絵本

の読み聞かせが日常的に行われている。「幼稚園教育要

領」にも，「言葉」領域の「ねらい」の一つに「日常生

活に必要な言葉が分かるようになるとともに，絵本や物

語などに親しみ，言葉に対する感覚を豊かにし，先生や

友達と心を通わせる」とあり，子どもの言葉の発達や人

間的な成長に果たす絵本の役割が重視されていることが

わかる。

　しかし教育要領ではt「絵本や物語などに親しみ，興

味をもって聞き，想像する楽しさを味わう」（「言葉」領

域の「内容」），「絵本や物語などで，その内容と自分の

経験とを結び付けたり，想像を巡らせたりするなど，楽

しみを十分に味わうことによって，次第に豊かなイメー

ジをもち，言葉に対する感覚が養われるようにするこ

と」（「言葉」領域の「内容の取扱い」）とあるように，

絵本を「物語など」とともに，言語感覚を養い，想像力

を豊かにするための教材としてとらえる傾向にある。絵

本で思考力や「ものの見方・考え方」を育てるという観

点は見受けられない。

　西郷（1983）は絵本を「芸術的観点」と「教育的観

点」から評価することを主張し，「わかりやすい，おも

しろいものであって，しかも考えなければわからない，

深い意味をもったもの」「考えることによって発見でき

る喜びがあるという点」に絵本の教育的役割を見いだし

ている。つまり，文芸体験をとおして子どもたちの想像

力を豊かにすると同時に，「ものの見方・考え方」や思

考力を育むことも絵本指導の「ねらい」となり得るとい

うことである。そもそも絵本には様々なジャンルがあり，

教育要領では「絵本や物語など」と表記されているが，

すべての絵本が「物語」と同義というわけではない。た

とえば中川ら（2011）の分類によれば，物語絵本や昔話

絵本，名作絵本，創作絵本，伝記絵本など，物語を内容

とした「物語系絵本」（本稿では「ものがたり絵本」と

呼ぶ）以外に，科学絵本，認識絵本，動物絵本，自然絵

本，数の絵本など，知識の伝達を内容とした「自然・社

会科学系の絵本」（本稿では「ものごと絵本」と呼ぶ）

などがある2）。

　「ものがたり絵本」の主たる教育的価値が子どもたち

を豊かなイメージの世界に誘い．想像力を育てることに

あるとするならば，「ものごと絵本」のそれは，新たな

認識に出会わせ，「ものの見方・考え方」や思考力を育

むことにこそあると言えるだろう。

②「比較」という「ものの見方・考え方」

　図1のrどうやってねるのかな』（やぶうちまさゆ

き・1987年初版・福音館書店）は「ものごと絵本」に分

類することができる

・どっやつてねるのかな

N　層Ψ、

騨

　　　　　　　　　　　図1

　表紙のコアラ以外に，シマリス，コウモリ，フラミン

ゴ，ラッコ，オオカミ．ヒョウ，ラクダ，キリンの8種

類の動物が登場し，見開きページに「○○は　どうやっ

て　ねるのかな」（○○には動物の名前が入る）とあり．

次の見開きページには，その動物の眠り方がかかれてい

る。問いと答えの対応がページをめくることで明らかに

なる構成は，子どもたちの興味を引くに十分である。ま

た，コウモリが逆さにぶら下がってねることや，フラミ

ンゴが一本足で立ってねること，オオカミもヒョウもラ
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クダも腹ばいになってねることなど，子どもたちが初め

て出会うであろう知識が，わかりやすくおもしろくかか

れている。

　では，この絵本でどのような「ものの見方・考え方」

を育てることができるだろうか。

　この絵本は「どうやってねるのかな」という一貫した

問いに答える形式で眠り方が説明されているため，様々

な動物がどのように眠っているかを容易に比較（対比）

することができる。「比較」というのは，極めて基本的

であると同時に重要な「ものの見方・考え方」である。

Aという対象を認識するためには，Bと比較することに

よって，その特質を発見することができる。しかもこの

絵本では．「眠り方」という比較する際の観点が明確に

示されている。比較するためには観点が必要なのである。

　「ものごと絵本」は「ものごとを教える絵本」ではな

く，「ものごとの見方・考え方を育てる絵本」であると

言うべきであろう。『どうやってねるのかな』は，動物

の眠り方に関する知識を与えるだけでなく，観点を決め

て比較することで対象を深く認識する「ものの見方・考

え方」を育てる教材となり得る。

㈲「理由」を問うことで思考力の基礎を培う

絵本「どうやってねるのかな』の裏表紙には，「2才

～4才むき」と対象年齢が示されている。たしかに5

歳児，6歳児にこの内容では．ややもの足りないかもし

れない。「フラミンゴは　どうやって　ねるのかな」と

いう問いに対する答えが「1ぽんあしで　たって　ねま

す」となっていても．5・6歳児なら（3・4歳児で

あっても），「なぜ1本足なの？」と理由を尋ねたくなる

に違いない3）。この絵本では，眠り方の説明はしている

が，その理由についてはまったく触れられていないので

ある。
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　ラッコについては図2，図3のようにかかれているの

だが．「うみにうかんでねます」というだけで．体

に海藻を巻きつけていることは絵で示すのみである。

ラッコは天敵の少ない海に浮かんで寝るが，寝ている間

に流されてしまわないようにコンブやワカメを巻きつけ

る。身を守るための工夫である。このことは理由を問わ

なければ見えてこない。

　かつて教育出版の国語科教科書1年生上巻に，この絵

本を部分的に抜粋したものが教材として掲載されていた

ことがある4）。その際，ラッコについて書かれた部分に

は「ながされないように．かいそうを　からだに　まき

つけて　ねます」という一文がつけ加えられた。小学校

1年生にとって「なぜ，そのような眠り方をするのか」

という理由を問うことは，必要な思考のプロセスだから

であると思われる。ならば，幼児期の子どもたちに「読

み聞かせ」をするときにも，保育者が「なぜだろうね」

という問いかけを補うこと，あるいは子どもたちから

「なぜ？」という問いを引き出す語りかけをすることも

必要であろう。理由を問うことが思考力の基礎を培うこ

とになるからである。

　前項で観点を決めて比較する「ものの見方・考え方」

について述べたがtそれも理由を問うことと深く関連し

ている。

　比較には差異性に着目する「対比」以外にも，同一性．

に着目する「類比」がある。それぞれの動物によって眠

り方は違うが（対比），リスがまるくなって寝るのもラ

クダが腹ばいになって寝るのも，’どちらも身を守るため

である（類比）。オオカミやヒョウといった強い肉食獣

でも，眠っているときは無防備である。よって．腹ば

いになって眠ることで急所を守る。ヒョウはさらに樹

上で眠ることで身を守っていることが絵で表現されてい

る。動物の生態によって眠り方は異なるが，身を守るた

めという理由は共通している。そのような動物の本質も，

「なぜ，そのような眠り方をするのか」と理由を問うこ

とで認識できるのである。
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3．絵本『いぬがいっぱい』で育てる

　　「ものの見方・考え方」

（1）二語文で表現された犬の様子の「対比」

　図4の「いぬがいっぱい』（グレース・スカールさく

／やぶきみちこやく・1986年初版・福音館書店）には

対象年齢などは明示されていないが，「福音館　あか

ちゃん絵本」というシリーズの中の1冊であることから，

1・2歳児に読んであげることを想定して出版された絵

本であることがわかる。見開きページに犬の様子が絵と

文で表現されており，様々な犬が全部で8種類登場する。

それらは「○○な　いぬ」という文型により，主に二語

文で簡潔に表現されている。

いぬがいう憾ぴ

図4

グレース・スカールさく

　やぶきみち二やく

図5

←了

図6

　1歳になる頃に一語文を話すようになった子どもは，

2歳になる頃までに二語文を獲得していく。「保育所保

育指針解説書」（2008）の「発達過程」の項に，この時

期の子どもの言語習得について次のような記述がある5）。

　子どもは，応答的な大人との関わりによって，自ら

呼びかけたり，拒否を表す片言や一語文を言ったり，

言葉で言い表せないことは，指さし，身振りなどで示

し，親しい大人に自分の気持ちを伝えようとします。

子どもの一語文や指さすものを言葉にして返していく

などの関わりにより，子どもは「マンマほしい」など

の二語文を獲得していきます。

　つまり，子どもの発する一語文に対して，言い直して

あげたり，問いかけてあげたりする「応答的な対応」が，

二語文の獲得に大きく影響するということである。『い

ぬがいっぱい』を読んであげることは．子どもがすでに

知っている「いぬ」という言葉に，「おりこうな」「げん

きな」「はらぺこ」という様子を表現する言葉を加える

ことにより，言葉の世界を広げていくことにつながると

言えよう。

　「あかちゃん絵本」と銘打った絵本なので，二語文

の獲得に資するというだけで十分な価値があるのだが．・

『どうやってねるのかな』とは違って，この絵本で新し

い知識に出会えるというわけではない。精綴なタッチの

絵で動物の特色を表現していた「どうやってねるのか

な』に比べたら，「いぬがいっぱい』の絵はいかにも記

号的である。

　では，「いぬがいっぱい』は「どうやってねるのか

な』に比べて「ものごと絵本」としての教材的価値が低

いのかというと，そんなことはない。先に述べたように，

「ものごと絵本」は「ものごとを教える絵本」ではなく，

「ものごとの見方・考え方を育てる絵本」である。「いぬ

がいっぱい』は「比較」という「ものの見方・考え方」

を育てるのに適した教材であると言える。
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　「いぬがいっぱい』には8種類の犬が登場するが，図

5・6の「おりこうな　いぬと」「いたずら　いぬ」の

ように，奇数番目と偶数番目に登場する犬が対になっ

て語られている。「どうやってねるのかな』は様々な動

物の眠り方を羅列するような構成であったが．「いぬが

いっぱい』は「しょんぼり　いぬと」「げんきな　いぬ」，

「はらぺこ　いぬと」「おなかいっぱいの　いぬ」という

ように，対照的な犬の様子を1対1で比較しているので，

対比がより際立つのである。

（2）個別・特殊のものを一般化・普遍化する

　「いぬがいっぱい」の構成が「どうやってねるのか

な」と異なるところがもう一つある。8種類4組の犬に

ついて語られた後，最後にすべての犬が再登場すること

である。図7・8に示したとおり，犬たちの絵に添えら

れた文は「いぬがいっぱい／みんな　いっしょに」

「わんわん」となる。

　「いぬが　いっぱい」は様々に様子の違う個別の犬の

こと，すなわち犬の差異性を表現しており，「みんな

いっしょに」は個別の犬を一般化して「いぬ」という種

として見ること，すなわち犬の同一性を表現している。

外見も性格も，していることも「違う」犬たちではある

が，それらは同時に「いぬ」という「同じ」カテゴリー

に分類される。どちらか一方ではなく，「違うけど同じ」。

この素朴だが本質的な認識が見開きページに表現されて

いるのである。

図7

ものの見方・考え方を育てる「ものごと絵本」の指導

　また，最終ページの「わんわん」は，鳴き声という代

表的な属性で「いぬ」というカテゴリー全体を表現した

ものと言える。

　今井（2013）は，2歳児を対象とした実験6｝の結果，

まったく知らない言葉を知らないモノといっしょに見せ

られると，子どもは色や大きさ，模様などではなく形に

注目して，形が似ているモノにその言葉を使えると思っ

ていることを明らかにした。子どもにとって言葉を一般

化する時の拠り所となる類似性（「似ている」こと）と

は，そのモノのもつ属性のうち，色や大きさや模様では

なく，形という属性にあることがわかった。

　一方「いぬがいっぱい』では，目に見える形という属

性ではなく，「わんわん」という鳴き声に着目して様々

な犬がすべて「いぬ」としてカテゴライズされるものと

している。四本足である，しっぽがある．全身に毛が

生えているなど．犬のもつ属性は数々あるが，「わんわ

ん」と吠えることが最も犬らしい属性だからであろう。

「しょんぼり　いぬ」であろうと「げんきな　いぬ」で

あろうと，「わんわん」と吠えるのが「いぬ」なのであ

る。

　形であれ，鳴き声であれ，ある一つの属性でカテゴ

リー全体を認識・表現することは，個別・特殊の対象を

一般化・普遍化するために必要な思考力の基礎となる。・

そのような「ものの見方・考え方」は，小学校1年生の

国語科で学ぶ，言葉の上位概念・下位概念の学習へと発

展する。

　東京書籍の国語教科書（2015年度版）1年生下巻に

「まとめて　よぶ　ことば」という単元がある。

わんわん

‘一竺頃釦一＿一

図8

　「バス」「トラック」「きゅうきゅう車」は，どれも

「じどう車」です。

　「きゃくせん」「ヨット」「ボート」は，どれも「ふ

ね」です。

　【中略】

　「じどう車」や「ふね」をtまとめて　よぶ　こと

ばは　なんでしょう。

　それは，「のりもの」です。「ひこうき」や「でん

車」も，「のりもの」です。

　バスとトラックと救急車は，それぞれ形も大きさも使

用目的も違うが，エンジンの働きでタイヤを回転させて

移動するという仕組みは同じである。だから「じどう

車」は，バス，トラック，救急車を「まとめて　よぶ」

言葉であり，より上位の概念ということになる。さらに
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「じどう車」は「ふね」「ひこうき」「でん車」といった

言葉とともに「まとめる」ことで，「のりもの」という

上位概念でとらえ直すこと，すなわち一般化・普遍化す

ることができる。

　「いぬがいっぱい』で様々な犬を「みんな　いっしょ

に／わんわん」と表現したように，個別・特殊の対象に

共通する属性に着目して「まとめる」ことで，より一般

化された言葉で上位の概念を認識・表現することができ

るのである。

4．まとめ

　2冊の「ものごと絵本」の指導を例に，幼児期に育て

たい「ものの見方・考え方」について考察してきた。

　「どうやってねるのかな」でもrいぬがいっぱい」で

も，指導の中心となるのは「比較」（対比・類比）する

という「ものの見方・考え方」であった。対比して差異

性を発見することにより，「なぜちがうのか」と「理

由」を問う思考が生まれる。また．類比して同一性を発

見することにより，ものごとの本質が浮かびあがる。幼

児期の子どもたちが好む「ものがたり絵本」にはくり返

しの表現が多用されるが．くり返しは類比（反復）であ

り，類比（反復）は本質を強調する。

　さらに，比較することで対象を類別することができt

類別するということは個別・特殊のものごとを一般化・

普遍化して認識・表現することにつながる。

　そして，これらの「ものの見方・考え方」は，小学校

で身につけさせたい思考力の基礎となっているのである。

　「ものごと絵本」のことを「知識絵本」と呼ぶことも

あるが，何度も述べてきたように，子どもたちに新しい

知識を与えることだけが絵本指導の目的ではない。もの

ごとの見方・考え方を育て，思考力の基礎を培うことこ

そが，「ものごと絵本」がもつ大切な教育的価値なので

ある。

5）「第2章　子どもの発達」の「2．発達過程」の「おお

　むね1歳3か月から2歳未満」の項による。

6）今井の行った実験は以下のようなもの。まず，日常では

　見かけない，名前も知らないであろう動物のぬいぐるみ

　　を2歳児に見せ，その名前を「これはネケよ」と教える。

　次に，「ネケ」と名づけたモノとは別の四つのモノと

　いっしょに子どもに見せ．「ネケをちょうだい」と言う。

　すると子どもは「ネケ」と名づけたモノ以外に，形がよ

　　く似たぬいぐるみを選んだ。同じぬいぐるみでも，形が

　似ていないモノは選ばなかった。「ネケ」と「ネケでな

　い」モノの判断は，形という属性に着目して行われてい

　るということ。
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注

1）10項目のうち「数量や図形，標識や文字などへの関心・

　感覚」を除く9項目が，多少の表現の異同はあるものの，

　「保育の目標」に含まれている。

2）他にも「宗教系の絵本」「ことばの絵本」「キャラクター

　の絵本」「しかけのある絵本」などを挙げている。

3）フラミンゴが1本足で眠るのは，水辺で眠っているので

　体温をi奪われにくくするため。

4）1992年版，1996年版，2㎜年版に掲載。題名は「どのよ

　　うに　して　ねるのかな」に改変されていた。
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